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《ア ル コ ー ル の 知 識 》

蒸留法には常Jf,減圧 ,水蒸気蒸留の≡通りが

あるが ,本文で取扱っているのは常圧蒸留のこと

で ,普通蒸留といえば常圧蒸留を意味 している｡

1 アルコール濃度の測り方

アルコール濃度を示すには実用的には度 ,プル

ーフなる用語が用いられている｡この度数とは15

oCにおいて純アルコールを100cc中に何CC含

有するかを示すものであって容量%を示すもので

ある｡すなわち15度の酒といえば 15oCにおいて

酒100cc中経アルコール 15ccを含有すること

を示 している｡プルーフは欧米酒によく用いられ

る用語で大体度数の2である｡学問的には/く-セ

ントを用いるが普通は容量%を意味 し度数と同じ

である｡アルコ-ルの度数を簡単にみるには酒精

計を用いる｡これは目盛付浮秤である｡これをア

ルコール水溶液 (混合液)に垂直に浮かせて液面

がさしている目盛を先づ読み ,次に温度計を挿入

してこのときの液温を読み ,換算表によって 15o

Cに換算して実際の度数を知るのである｡水以外

の不揮発性不純物を含んでいるもの ,例えば清酒

(日本酒)のような場合には一定容の清酒をアル

コール分がなくなるまで蒸留してえた留出液を同

容積にしてから上述の方法でアルコール度数を求

めねばならない｡

2 蒸留原理

蒸留とは分離操作の一種であって沸点に差異が

ある二極以上の混合液を加熱沸騰させてえた蒸気

を冷やして凝縮回収し,沸点差を利用 して低沸点

成分と高沸点成分とに分離する操作である｡すな

わち揮発 し易いものと揮発 し難いものとに分離す

る操作であるが ,一般に揮発し難いものでも揮発

し易いものに伴われてでてくる場合 が 普 通であ

る｡これは混合物の種類によって異なるもので蒸

留に際 してはこれらのものがいかなる割合ででて

くるかが垂大問題となる訳である｡

液体混合物には色々の種類のものがありうるわけ

であるが ,蒸留の問題においてほこれを次の如 く

分類するのが便利である｡

〔A〕揮発成分が唯一種である場合

〔B〕揮発成分が数種存在 している場合

(1) 各成分が全くとけ合わない場合

(2) 各成分が一部とけ合 う場合

(3) 各成分が完全にとけ合 う場合

I)一定の沸点を有しない場合

rL)最高沸点を有する場合

m)最低批正を有する場合

〔A〕は液体と固形物とを分ける操業で揮発物を

回収すれば蒸留になり,廃棄すれば蒸発になる｡蒸

留とは普通 〔B〕(3)の場合を意味しているのでこ

の場合について説明したいと思 う｡すなわち沸点

の高いものと低いものとの混合液においてはこれ

を加熱蒸発するときでてくる蒸気は原液より低沸

点成分に富んでいる｡したがってこの蒸気を冷却

凝縮してえた混合液を再び蒸留し,これを何回か

繰返して行えば各成分の分離が可能であることが

分る｡第 1回は低沸点成分 (ベンゼン)と高沸点
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成分(トルエン)の混合液を加熱沸騰させた場合の

液の汎烏と蒸気組成を示す曲線図の一例である｡

トルエン中ペソゼソの重量%

第 1図 沸点曲線および蒸気組成曲線

ABC---沸点曲線

ADC---蒸気組成曲線

A･.･･･.高沸点成分 (トルエン)の沸点 (1100
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C)

C･.････l鋸･)I.,,･.1∴成分 (ベ ンゼ ン)の沸点 (SOJc

E.･･-di(T原液の沸点 (101oC)

F･･････原液 Eの.),JLi.L.Li.8こおける蒸気机成

高沸点成分62%
低.IN,,た成分33%

G--･F蒸気凝縮液の沸点

H--G液を沸騰 してでる蒸気の糾成

1･-･･H燕/A-(凝縮液の沸点

J･･-I液を沸騰 してでる蒸気の維成

すなわちベンゼ ソと トルエンの混合物を何回も

撒返 して蒸留を行えば C点の附近で殆んど純粋な

ベ ンゼ ンがえらjt,ることになる｡

3 )I;:),)粗立合物

以 上のべた方法によれば沸点の異なる液体の混

合物は蒸皆目ニよって於んと完全に分離することが

できる筈であるが実際においては普通の燕留法で

は或矧 宴以 卜はどうしても完全に分離ができない

氾令物がた くさんあるO つまり配合液が或組成に

なるとこれを沸騰させた時に混合液と全 く同一･の

組成を持った蒸気がでてくる場合がある｡ このよ

うな配合液は何回蒸留を繰返 しても各成分の分離

ほてきない｡ このような組成を持 った混合液はい

くら沸騰を続けてもその組成は少 しも変化 しない

か ら あ た かも叩.一物Ti-と同 じような一定の沸点

を有 している｡ このような特別な組成を有する混

合物を共沸召ti合物と称する｡共沸氾合物の沸点 は

各成分の恥 1ミの何れ よりも低い場合が多 く,これ

を最低共沸混 rT物 とよぶ｡反対に各成分の沸点の

何れよF)も高い場合は比較的少 く,これを鼠','占共

沸氾令物とよぶ｡第 2回は共沸混合物をiI二ず る二

成分系混fi物の沸点曲線を示 したものであって ,

tFは高沸点成分 (A)の沸点 ,tFは低沸 点成分

(B)の沸点である｡曲線 tAC trは最低沸点を

有する場合であってHなる組成を持つ混合物が共

沸鮎合物であって ,tA,tTlの何れ よりも低い温

度 Cで沸騰する.曲線 tADtは最高沸,L.t5.を有す

る場'r与であって ,Eなる組成を持つ共沸泥剤 'U)汰

tA ,t の何 よりも高い温度Dで沸騰する｡な 日

岡において点線で′Jくしてあるのは英気紬 武を/Jけ

曲線である｡

A ど H

最低沸,I.[まを有す る混合物の-･例

水 (沸点100.OoC)J･Ll%
ェチル7ル コール ( 〝 73.3oC)95.6%

英沸批合物 (沸点78.15oC)

最高沸点を有す る混侶 J//)の一例

詣 酸 ((禦 1g2購 ∃喜諸

共沸混合物 (沸点120.5oC)

本文で問題に したいのは水 とェチルアルコー′レ

との関係であるので この ことについて詳 しくのべ

たいと思 う｡すなわち水は100oCで沸騰す るが水

を含有 しない純 アル コールは 78.3oC で 沸騰す

る｡両液は最低共沸混命物を形成するので ,その

沸点は78.3oCと100oC の間にあるわけであるo

すなわち混合物にア′しコールが多ければ 78.3oC

に近い沸点とな り.ア′レコールが少なければ10Oo

cに近い沸点を/Jけ ことになる｡ したがって水と

ァルコールのtdi合物を熱す るとアルコール分は!'!駕
発 して原批合物の7ル コール含有量が減 り以第に

沸点が高 くな り.アルコールが全部蒸発されて し

ま うと水の沸)1く100oCに連する｡ この蒸発す るア

ル コ-ールを冷却榊 こ導いて凝縮させれば混合物中

のアルコールを全部取 りだす ことができる｡ こゝ

に沸点と アルコールの 濃度の関係を 示せば次表

の通 りである｡すなわちこの表でわかるように ,

留出液 (凝縮破)中のアルコ-ル含有量は常にIu

合液のものより高 い｡すなわちこの詣留を繰返せ

ば次第に含有 L,"Lの高いアルコールを うることがで

きる｡しか しなが ら沸点が78.15oCに至ればfL･州
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燕留を繰返してもアルコール濃度は95.6容量%以

混 合 液

の 沸 点

アルコール容量%

混 合 原 液 】 留 出 液
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上にはならない｡これは表でみて明かなように ,

実験上アルコール 95.6容と水4.4容の混合物は一

つの共沸混合物 (最低)なるものを形成 していて

沸点差を利用して分離することはできない｡すな

わち蒸留法では95%以上のアルコールは作れない

ことが分ったと思 う｡無水の 100%アルコールを

うるには他の化学的方法で 4.4%の残水分を取除

かねばならないが ,このことについて記述するこ

とは省略する ｡ (外聞宏一)
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(3ページより)

改良を続けられて来た｡しかし9･L在のところまだ

絶対的に効果のある薬品は発見されておらず ,世

界各国でその完成が望まれている｡日本で木病の

の折東面に古くから研究を続けている青田信行博

士 (麻布獣医科大学)によると,次々と発見され

る各種の抗生物質剤に対し,多くの糾歯は次第に

抵抗を現わすようになり (細目岩が変型する),節

に使って効果がよかった薬晶が2回目以後の使用

からは次第に効果が少なくなって来るという｡そ

こで治療薬品としてほこのような卸商の抵抗を現

わさないもので ,多くの種類の細菌に効果のある

なく,例えば抗生物質剤にサルファ剤 ,あるいは

フラシソ剤を混ずる等の研究によって細菌の耐性

菌変移を防ごうとする,急速な鎖J｢を目標とした

ものに改良されつつあるという｡

琉大農場で用いたのはオーレオマイシソ乳房炎

軟膏 (タルゴット軟膏)であるが ,最小3本の注

入で効果のあったものから,例によぅては20本近

く注入しても根治できなかったものまであり,実

験例により奏効の程度に差異がみられた｡奏効し

なかった例についても若 し早期発見ができて本刑

が適卯 こ使用されていたら (ブ ドウ球菌に対し)

現在以上の治療成績が得られただろうにと残念に

思われてならない｡

4 緒 言

すべての伝染病と同様に乳房炎の場合もその予

防が第一であり,それには搾乳著の技術の向上 ,

搾乳時の消毒の徹底が必要であり,搾乳者の交替

は絶対避けるべきである｡ pH試験紙やアルコー

ルテス トによる乳汁の検査も常時おこなってその

早期発見につとめることが本病予防のコツと思わ

れる｡沖縄ではもう初夏の気温であり,湿度も高

く,牛の体力も減退しがちである｡また最も厄介

な靴や蚊が急激に多くなり家畜を悩ませている｡

畜舎も不潔になりがちてあり,乳b7炎だけでなく

いろいろな疾病をひきおこし易いので捷家の一段

の家帯-の保護がなされるよう願っている｡

(宮城正夫)


